
（単位：円）

当 年 度 前 年 度 増 減

Ⅰ．資産の部

１.流　動　資　産

現　  金 19,174 30,877 △ 11,703

普通預金 3,006,665 2,364,435 642,230

当座預金 522 14,748 △ 14,226

未 収 金 0 0 0

流動資産計 3,026,361 2,410,060 616,301

２．固定資産

基本財産

定期預金 5,000,000 5,000,000 0

基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

特定資産

退職給与引当資産 2,440,036 2,440,036 0

事業特別引当資産 2,500,000 2,500,000 0

社会貢献引当資産 1,600,000 1,600,000 0

事務所機器充実引当資産 1,500,000 1,500,000 0

事務所改修引当資産 1,000,000 1,000,000 0

青年部会周年行事引当資産 0 200,000 △ 200,000

女性部会周年行事引当資産 0 300,000 △ 300,000

青年部会事業特別引当資産 0 200,000 △ 200,000

女性部会事業特別引当資産 0 200,000 △ 200,000

特定資産合計 9,040,036 9,940,036 △ 900,000

その他の固定資産

什　器　備　品 1 1 0

その他の固定資産合計 1 1 0

固定資産合計 14,040,037 14,940,037 △ 900,000

資産合計 17,066,398 17,350,097 △ 283,699

Ⅱ．負債の部

１.流動負債

預　り　金 89,824 66,724 23,100

未　払　金 72,000 72,000 0

流動負債計 161,824 138,724 23,100

２．固定負債

退職給付引当金 2,440,036 2,440,036 0

固定負債計 2,440,036 2,440,036 0

負債合計 2,601,860 2,578,760 23,100

Ⅲ．正味財産の部

１.一般正味財産 14,464,538 14,771,337 △ 306,799

(うち基本財産への充当額) 5,000,000 5,000,000 0

(うち特定資産への充当額) 6,600,000 7,500,000 △ 900,000

正味財産合計 14,464,538 14,771,337 △ 306,799

負債及び正味財産合計 17,066,398 17,350,097 △ 283,699

(３)

   平成２６年度 貸借対照表
  《平成２７年３月３１日現在》

科 目

(１)

(２)



財務諸表に対する注記
1．継続事業の前提に関する注記

継続事業の前提に疑義はない。

2．重要な会計方針

（1）有価証券の評価基準及び評価方法　該当なし

（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法　該当なし
（3）固定資産の減価償却の方法

直接法による定額法で減価償却を実施している。
（4）引当金の計上基準

退職給付引当金は、年度末要支給額を計上している。
（5）キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

当会は、会計監査人を設置していないので、キャッシュフロー計算書を作成していない。
（6）消費税等の会計処理

消費税込額で表示している。

3．会計方針の変更　　なし（公益法人会計基準に準拠）

4．基本財産及び特定資産の増減及びその残高

基本財産及び特定資産の増減及びその残高は、次のとおりである。 
科　　　　　目 �前期末残高 �当期増加額 �当期減少額 �当期末残高 

基本財産 定期預金 七十七銀行築館支店 �名∂仇乙α形 �ク �β �名虎視♂〝 

仙台銀行築館支店 　　　　小計 �t　名∂pqβ♂β �♂ �β �之∂pqク♂♂ 

尻クβqβββ �ク �β �名α呪α〝 

特定資産 　事業特別引当資産 �之尻埼α〝 �β �♂ �之劇場α〝 

社会貢献引当資産 �ムβ仇ちα叩 �β �β �ムβ仇乙の形 

事務所機器充実引当資産 �ム∂仇ろα形 �β �β �ム∂仇ち仇形 

事務所改修充実引当資産 �ムβ仇ろα叩 �♂ �♂ �ムα喝の財 

退職給与引当資産 �名顔色α好 �β β �ク �名舶仏のβ 　　♂ 

青年部会周年行事引当資産 �2クqββク ��a％レα形 

女性部会周年行事引当資産 �βク¢♂ββ �β �βク玖β♂♂ �ク 

青年部会事業特別引当資産 �■　都¢レαク �ク �2昭ββク �β 

女性部会事業特別引当資産 　　　　小計 �2犯♂β♂ �β �且％レα旧 �J 

旦夕射　βα好 �♂ �ββ玖ββク �包β蛮　βα好 

合　　　　　計 �力‖神仏α好 �♂ �勃％レα形 �J4β♂玖仇タグ 

5．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 
科　　　　　目 �当期末残高 � � �うち負債に対応する額 

基本財産 定期預金 一七十七銀行築館支店 �25例え仇犯 �β �名幻視ク〝 �ク 

仙台銀行築館支店 　　　　小計 �Zgのク♂β �ク �名説呪β〝 �β 

与α喝α〃 �ク �互β仇ち仇犯 �ク 

特定資産 　事業特別引当資産 �名5仇クの♂ �β �名∂仇　仇ク �β 

．社会貢献引当資産 �ムβ仇　仇ク �β �ムβ仇ろ仇叩 �β 

事務所機器充実引当資産 �ム古仇ち仇叩 �♂ �土方仇ち仇形 �ク 

事務所改修充実引当資産 �ムα呪仇〝 �ク �ムα呪α〝 �β 

退職給与引当資産 　　　　小計 �名4都ろα好 �β ��名4都ちα好 

旦β蛮ちα好 �β �伍β仇乙の把 �名4割ちα好 

合　　　　　計 �雄銅坑♂ββ �♂ �〃β卯月〝 �易者新仏αβ 

6．担保に供している資産　　　該当なし



7．固定資産の取得額、減価償却累計及び当期末残高

固定資産の取得額、減価償却累計及び当期末残高は、次のとおりである。
科　　　　　　　　　　　　目 �前期末残高 �減価償却累計額 �期末残高 

什器備品（定額法前購入）　　金庫 �ノ �β �ノ 
ノ �♂ �J 

8．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当期債権の当期末残高　　　　　　該当なし

9．保証債務等の偶発債務　　　該当なし

10．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益一　該当なし

11．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。

12．基金及び代替基金の増減額及びその残高　　　該当なし

13．指定正味財産から一般正味財産への振替額

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は次のとおりである。
内　　　　容 �金　額 

経常収益への振替額 �42視ろ蛮β 
全浜連助成金計上による振替額 

合　計 �427現♂♂♂ 

14．関連当事者との取引内容　　該当なし

15・キャッシュ・フロー計算書の資金の範囲及び重要な非資金取引　該当なし

16．重要な後発事象　　　　　　該当なし

17．その他 該当なし


